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高齢･障害･求職者雇用支援機構（JEED）は厚生労働省所管の独立行政法人です。

高齢者の雇用の確保、障害者の職業的自立の推進、
求職者その他労働者の職業能力の開発及び向上のために、高齢者、障害者、求職者、事業主等に対する

総合的な雇用支援を行っています。

障害者職業カウンセラー職

障害者に対する就職や職場定着、職場復帰
に関する支援、企業に対する雇用管理に関
する助言・援助を行うとともに、就労支援に関
する人材の育成、先駆的な職業リハビリテー
ション技法の開発などを行います。

利用者の希望や背景、職場環境、地域事
情などはさまざまで、変化に富んだ環境での
仕事となるため、多くの学びがあります。また、
直接的に「働くこと」への支援をする中で、私
たち自身が成長していけるところも魅力です。

47都道府県で質の高い支援を行うことによ
り、「全国の障害者雇用の推進」と「地域の
就労支援の基盤強化」の両方の側面から、
多様性のある社会の実現に貢献することが
求められています。

Counselor
カウンセラー

●多様性 ・ 個別性
●可能性を探す支援
● ネットワーク
●支援の土壌づくり

日本の「職業リハビリテーション」を推進していくお仕事です。
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File



JEEDの人材育成
障害者職業カウンセラー職

最初の1年間は「厚生労働大臣指定講習」の受
講をとおして、障害者職業カウンセラー業務に必
要な基礎的な知識やスキルを学びます。
2年目以降は、継続的なOJT（職場内での教育・
指導）とあわせて、経験年数に応じた専門研修の
受講などにより、個別性や困難性が高い事例に
対する支援スキルなどの習得・向上を図ります。

研修体系

障害者職業カウンセラー職の仕事は、
相談室でのカウンセリングが中心なのですか？

カウンセリング（職業相談）は大事な仕事の1つですが、それ以外にも、利
用者の円滑な就職や職場適応のための支援計画の作成、就職や職場

復帰のためのプログラムの企画・運営、障害者の雇用管理についての企業に対
する助言や研修、職業リハビリテーションに関するセミナーの企画・運営・講師対
応など、さまざまな業務があります。自動車を運転して県内の企業や関係機関に
出向いて支援する機会も多くあります。また、各地域の関係機関と連携しながら
支援をするため、ハローワークや就労支援機関などとの連絡・調整も行います。
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研修やOJTで
基礎的な知識・

スキルを身につける

複数の地域で
経験を積み、

カウンセラーとしての
基盤を固める

支援業務のほか、
事業の企画運営や
後輩指導も行う

業務マネジメントや
ネットワークの強化、
情報発信も行う

3年目

心理や福祉などの専門的な勉強をしていませんが、
専門職としてやれるのでしょうか？

入構後の研修体系が整っていますので、この仕事に魅力を感じ、学び続
けることがお好きであれば、十分チャレンジいただけます。実際に、心理学

や社会福祉以外について学んできた職員や、他分野・他職種から転職してきた職
員も、障害者職業カウンセラー職として各地で活躍しています。

自治体や社会福祉法人が運営する
就労支援機関との違いは何ですか？

それぞれの役割の違いとなりますが、障害者職業カウンセラー職が配置さ
れている地域障害者職業センターは、雇用支援のセーフティネットとして、

「個別性の高い支援が必要な方への職業リハビリテーションサービスの提供」や
「地域の就労支援機関などの人材の育成」などの役割を担っています。また、職業
リハビリテーションを実施する公的機関の中で唯一の全国組織であり、「全国ネット
ワークによる支援展開（事例数が豊富）」「研究・開発部門と現場が連携した職業リ
ハビリテーションサービスの提供（エビデンスに基づく支援）」なども特徴となります。

課題別研修
（毎年度、テーマに応じて受講者を決定）

厚生労働大臣
指定講習

（専門第一期研修）

全国の地域障害者職業センターでさまざまな支援
を経験する中で、多様な支援課題に対応する知識・
技術を高めていきます。また、地域の実情を踏まえた
各事業の企画運営や、ネットワーク強化に向けた関
係機関への働きかけなど、地域の職業リハビリテー
ション推進を担う人材として活躍していただきます。
さらに、キャリア形成の一環で、本部にて職業リハ
ビリテーションに関する調査研究や支援技法の
開発業務、広域障害者職業センターにて職業訓
練と連動した支援などに携わることのほか、ハロー
ワークなどに出向する場合もあります。

キャリアパス

障害者職業カウンセラー職として
必要な力は何ですか？

相手の意図を把握するための傾聴力、課題を筋道立って整理するための
論理的思考力、相手の状況に応じて分かりやすく伝えるコミュニケーショ

ン力、一人ひとりの利用者に対応するための柔軟性、などが必要になります。
また、多様な障害特性に応じた支援方法、変化する雇用環境や経済情勢、法制
度などに関する知見も常にアップデートしていく必要があるため、学び続ける姿勢
も大切になります。

よくあるご 質 問

障害者職業カウンセラー職のキャリアパス

6～7
年目

機構HP
はこちら




